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全病棟でポリファーマシー対策の運用を開始します

ポリファーマシーとは単に服用する薬剤数が多いことではなく、それに関

連して薬物有害事象のリスク増加、服用過誤、服薬アドヒアランス低下の

問題につながる状態などのことを言います。

通常5-6種類以上の薬剤を使用していることをポリファーマシーと定義す

することが多いのですが、実際、 5種類以上の薬剤を服用している患者は

転倒の発生が多く、6種類以上の薬剤を服用している患者は薬物有害反応が

多いとの報告もあります。

ポリファーマシーの解消に向けて、本邦では平成28年度に薬剤総合評価調

整加算、令和2年度に薬剤調整加算が新設されました。また、令和6年度に

はカンファレンス以外でも多職種での協議があれば算定基準が満たせるよ

うに診療報酬が改定されました。当院でも一部病棟(西7階)で試験運用を行

なっていましたが、この度、全病棟で薬剤総合評価調整加算及び、薬剤調

整加算の算定を開始する運びとなりました。

※令和3年中医協資料より抜粋 続きあり



ポリファーマシー対策が必要と考えられる患者に対しては
薬剤師が下記の評価シートを用いて処方の評価を行います。
内容はDocument View及び電子カルテで確認が可能です。
提案の内容を参考に薬剤調整をご検討ください。

処方内容に対する薬剤師
の具体的なレビューを

記載

腎機能や肝機能、アドヒアラン
スといった患者の状態の評価

不明な点につきましては、薬剤部薬剤管理指導部門(内線 7364)までご連絡下さい。 
（文責 西田承平）

カルテに転記

詳細は、オンラインマニュアル→医薬品関連→「ポリファーマシー対策に

関する業務手順書」をご確認ください。

※算定のために医師が新たなオーダを行う必要はありません。
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